
様式第10号(別表関係) 

 

宅地の造成等、土石の類の採取又は水面の埋立て若しくは干拓仕様書 

Ⅰ 
宅 地 の 

造 成 等 

1 行 為 の 種 類 
(1) 宅地の造成 (2)土地の開墾 

(3) その他(         ) 

2 行 為 場 所 (1) 建築物敷地内 (2) 建築物敷地外 

3 行 為 面 積              ㎡(A) 

4 隣接地の現況  

5 

移 

動 

土 

量 

切 土              ㎥ 

盛 土              ㎥ 

客 土              ㎥ 

そ の 他 

(     ) 
             ㎥ 

6 
生ずる法面の 

最 高 値 
             ｍ 

7 緑 化 面 積              ㎡(B) 

8 
緑 地 率 

(B)／(A) 
             ％ 

9 跡地の処理方法  

Ⅱ 
土石の類の

採 取 

1 
採取土石類の 

種 類 

 

2 採取区域面積              ㎡ 

3 採 取 量              ㎥ 

4 隣接地の現況  

5 採 取 方 法 
(1) 横抗掘 (2) たて抗掘 (3) 斜抗掘 

(4) その他(    ) 

6 跡地の処理方法  

Ⅲ 
水面の埋立

て又は干拓 

1 水 面 面 積              ㎡ 

2 
埋 立 て ( 又 は 

干 拓 ) 面 積 
             ㎡ 

3 隣接地の現況  

4 工 事 方 法  

5 跡地の処理方法  

(注) 1 Ⅰ―1、Ⅰ―2及びⅡ―5については、該当番号を○で囲むこと。 

   2 Ⅰ―4、Ⅱ―4及びⅢ―3の「隣接地の現況」欄には、林地、伐採跡地、草生地等の 

別、立木竹、建築物その他の工作物等の有無を記入すること。 

   3 Ⅰ―5の「移動土量」欄については、切土、盛土又は客土に該当しない場合は、「そ

の他」欄に「掘さく、搬出」等、具体的に記入すること。 

   4 Ⅰ―9、Ⅱ―6及びⅢ―5の「跡地の処理方法」欄には、裸地、砂利舗装、埋戻し等

のほか、法面についても芝付け、コンクリートブロック擁壁、放置等、具体的に記

入すること。 


